
最重点要望

　上北圏域の市町村（十和田市・三沢市・野辺地町・七戸町・六戸町・横浜町・東北
町・六ヶ所村・おいらせ町）が、県、国と連携して取り組むべき重点事業について県
に要望書を提出しました。
　10月21日に県庁で行われた重点事業説明会では、小山田市長が三村知事に対し、最
重点要望２件について直接協力を求めました。

３ 奥入瀬渓流における公衆トイレの整備について

４ 感染症病床を有する病院への財政支援について

５ 周産期医療関係医師・麻酔科医の確保について

６ 一般国道103号奥入瀬（青
あおぶなやま

橅山）バイパスの整備について

７ 一般国道45号及び一般国道102号の整備について

８ 二級河川奥入瀬川の河床整理について

９ 三沢空港発着路線の維持・拡充等について

10 三沢空港の周辺環境整備に向けた支援について

11 消費生活相談員の育成への支援及び恒久的な財政支援について

12 子ども医療費の無償化制度の創設について

令和４年度の重点事業を県に要望
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最重点要望２件のほか、本市では13件の重点事業について要望書を提出しています。

　人口減少は全国的にも喫緊の課題で国・県・市町村が連携して取り組む必要があり、
①結婚新生活支援事業への県の参画および予算確保について国へ要望、②県の結婚支
援体制の強化、③移住支援金の制度拡充の国への働きかけについてお願いしたい。

市

　県では、社会減対策と自然減対策を強力に進めていくこととしている。①結婚新
生活支援事業については、県主導型市町村連携コースの実施に当たって、満たすべ
き必要な要件を確認しながら進める。予算確保については、これまでもさまざまな
機会をとらえて国に働きかけており、今後も継続して働きかけていく。②結婚支援

県

人口減少克服に向けた施策の充実について1

放置遊覧船への対応について2

県　船の撤去あるいは解体の責任については、事業者にあると考えており、事業者の
清算手続きにおいて適切に処理されるべきものと考えているが、適切な処理が行わ
れない場合には、十和田市や関係機関と連携を図りながら、危機感を持って取り組
んでまいりたい。

の体制については、マッチングシステムの導入に向けて進めていく。③移住支援金制度については、一層の活用促進
に向け、さらなる制度の活用や運用の弾力化について、自治体と連携して国に働きかけるとともに、情報発信にも
強く取り組んでいきたい。

　十和田湖宇樽部の桟橋に不法に係留されたまま老朽化が進んでいる放置遊覧船４
隻について、撤去していただきたい。

市

その他の要望事項

13 上北自動車道へのアクセス道路の整備について

14 八戸・十和田・小坂間の道路整備について

15 主要地方道三沢十和田線の整備について
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